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ココロの音楽歳時記・1月

２つの楽器がひときわ輝く名曲
モーツァルト作曲　フルートとハープのための協奏曲ハ長調K299

　インターネットの普及は日常生活においてなくてはならないコミュ
ニケーション手段となりました。音楽もまた人と人がコミュニケーシ
ョンをとるためのひとつの方法であり、言葉では表現できない想いを
伝える事ができます。
　今回取り上げる曲はモーツァルトが1778年22歳でパリを訪れた時、
アマチュア演奏家でもあるド・ギーヌ公爵の依頼により作曲したもの
です。娘の結婚式に娘のハープと親子で合奏したいとの依頼で、公

爵が吹くフルートは易しく、でも
きわだっているようにとのオーダ
ーがありました。それだけにこの
曲はハ長調の華やかで洗練された
曲になっています。フルートの流
れるような音と音域の広いハープ
の音を巧みに組み込んだモーツァ
ルトならではの想いが感じられま
す。さぞかし父娘とも息のあった
演奏で満足であったことでしょ
う。この曲を聞いているといつも
生き生きとした心地よい気分にな
れます。
　今年も皆様の心に残る音楽を紹
介していきたいとおもいますので
よろしくお願いいたします。
 （絵と文　土屋　栄）

　新
年
よ
り
木
村
歯
科
医
院

で
は
、
つ
い
に
予
防
の
た
め

の
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
ま

す
。　ｅ

―
ｓ
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ｉ
ｌ
ｅ
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ラ
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で
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（
イ
ー
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ
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。

　ど
う
し
て
も
歯
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
を
５
年
前
よ
り

考
え
て
き
ま
し
た
。
通
常
で

は
痛
く
な
っ
た
り
困
っ
た
事

が
な
け
れ
ば
歯
科
医
院
に
は

来
院
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
年
間
を
通
し
て

痛
く
な
く
て
も
歯
を
守
る
為

に
、
通
う
ク
ラ
ブ
を
考
え
た

次
第
で
す
。

　保
険
で
は
で
き
な
い
予
防

の
為
の
定
期
管
理
を
し
た
い

方
が
入
会
で
き
ま
す
。

　今
ま
で
お
話
し
し
て
き
た

歯
磨
き
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア

を
し
た
う
え
に
私
た
ち
プ
ロ

に
よ
る
定
期
管
理
、
プ
ロ
の

ケ
ア
を
受
け
た
い
方
を
募
集

し
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
虫
歯
や
歯
周
病

の
治
療
を
終
え
て
の
方
が
自

ら
の
健
康
の
為
に
入
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
健
康
に
則
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
招
待
な
ど
い
ろ
い

ろ
企
画
が
あ
り
ま
す
。
歯
の

治
療
を
終
え
た
ら
、
そ
こ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　「
ｅ
―
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
ク
ラ

ブ
」
と
は
す
べ
て
の
歯
の
治

療
が
終
わ
っ
た
後
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
で
あ
る
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専
門
的
機
械
歯
面
清
掃
な
ど

歯
の
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

年
３
回
程
通
っ
て
い
た
だ
く

歯
の
定
期
管
理
の
ク
ラ
ブ
で

す
。
会
員
に
は
会
員
特
典
が

あ
り
ま
す
が
年
会
費
が
か
か

り
ま
す
。

　「
歯
み
だ
し
コ
ラ
ム
」
を

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　医
療
法
人
正
匡
会
木
村
歯

科
医
院

　住
所
／
羽
生
市
中
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７
―
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みだ し
歯 コラム

第7回

「羽生市木村歯科医院」でＨＰ更新中

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
中
央

グ
リ
ー
ン
開
発
㈱
（
本
社
：

埼
玉
県
越
谷
市
、
代
表
取
締

役
：
中
内
景
太
良
）
で
は
、

地
域
の
子
育
て
マ
マ
さ
ん
に

よ
る
「
子
育
て
マ
マ
の
理
想

の
家
を
つ
く
ろ
う
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
足
立
区
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
子
育
て
パ
レ
ッ
ト
の

協
力
を
得
て
昨
年
１
月
に
ス

タ
ー
ト
。
４
月
26
日
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
こ

の
度
全
４
邸
が
無
事
完
成
し

た
。　こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

足
立
区
に
あ
る
都
内
最
大
級

の
戸
建
分
譲
地
「
パ
レ
ッ
ト

コ
ー
ト
六
町
・
東
京
コ
コ
ロ

シ
テ
ィ
」
を
舞
台
に
足
立
区

在
住
の
９
人
の
現
役
マ
マ
さ

ん
た
ち
が
建
築
士
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
、
本
気
で
「
子

育
て
マ
マ
の
理
想
の
家
」
を

商
品
開
発
し
た
も
の
。
９
人

の
マ
マ
さ
ん
が
２
人
（
１
組

は
３
人
）
で
ペ
ア
を
組
み
、

４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

「
理
想
の
家
」
づ
く
り
を
目

指
し
、
実
際
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
の
検
証
・
コ
ン
セ
プ
ト
の

決
定
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ

ン
の
作
り
こ
み
・
設
備
・
仕

様
の
選
定
ま
で
挑
戦
し
て
で

き
た
。

　４
月
26
日
（
金
）
の
コ
ン

ペ
で
は
、
子
育
て
・
住
宅
・

地
域
の
有
識
者
６
名
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
、
見
事
最
優

秀
プ
ラ
ン
に
選
ば
れ
た
の
は

「
Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ

　＆

　Ｔ
ａ
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ｅ

　お
も
て
な
し
空
間
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
チ
ー
ム
。
当
初
の

予
定
で
は
実
際
に
建
築
す
る

の
は
最
優
秀
プ
ラ
ン
だ
け
だ

っ
た
が
、
他
の
３
つ
の
プ
ラ

ン
も
「
建
築
に
値
す
る
の
で

は
」
と
の
審
査
員
に
よ
る
高

い
評
価
を
受
け
、
４
チ
ー
ム

す
べ
て
の
「
理
想
の
家
」
を

建
築
・
販
売
す
る
こ
と
と
な

り
、
昨
年
11
月
16
日
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
。

　同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
地
域
の
す
ま
い
づ
く
り
や

住
文
化
の
育
成
に
大
き
く
貢

献
し
、
他
の
地
域
で
の
活
動

の
模
範
と
な
る
」
と
し
て
、

『
第
８
回
地
域
住
宅
計
画
賞

・
活
動
部
門
奨
励
賞
』
（
主

催
：
地
域
住
宅
計
画
推
進
協

議
会
、
後
援
：
国
土
交
通
省

・
環
境
省
他
、
審
査
委
員

長
：
東
京
大
学
名
誉
教
授

　

渡
邉
定
夫
氏
）
を
受
賞
し

た
。

子
育
て
マ
マ
の
理
想
の
家

《
パ
レ
ッ
ト
コ
ー
ト
六
町・東
京
コ
コ
ロ
シ
テ
ィ
》

　「
パ
レ
ッ
ト
コ
ー
ト
六
町

　東
京
コ
コ
ロ
シ
テ
ィ
」

（
東
京
都
足
立
区
東
六
月
町

７
―
23
）

　ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
内
で
大

規
模
分
譲
住
宅
の
企
画
・
販

売
を
手
掛
け
る
中
央
グ
リ
ー

ン
開
発
株
式
会
社
が
提
供
す

る
、
23
区
最
大
級
の
大
規
模

戸
建
分
譲
地
。
（
全
２
０
６

邸
／
総
開
発
面
積
約
３
万
２

３
０
０
平
方
㍍
／
東
京
都
足

立
区
）
足
立
区
の
モ
デ
ル
と

な
る
住
宅
地
と
し
て
計
画
段

階
か
ら
行
政
と
連
携
を
図
り

開
発
を
進
め
、
「
防
犯
設
計

タ
ウ
ン
」
の
第
１
号
（
都
内

初
）
に
認
定
さ
れ
た
他
、

「
灯
か
り
の
い
え
な
み
協

定
」
、
「
ま
ち
な
み
景
観
協

定
」
、
「
住
民
組
織
に
よ
る

管
理
組
合
」
の
制
定
や
住
民

専
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ
導
入
、
入
居
者

交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
や
、
防
犯
・
美
観
・
資
産

価
値
維
持
・
住
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
側
面

か
ら
住
ま
い
価
値
を
高
め
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

都
内
で
あ
り
な
が
ら
閑
静
な

住
宅
街
に
位
置
し
、
子
育
て

環
境
と
し
て
は
最
適
な
環
境

・
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
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　人が集まるおもてなし空間（１階）と家族それぞれのプライベート空間
（２階）、対照的なコンセプトから生まれています。“華やかに人をもてな
したい”でも“自分たちも癒されたい”そんなわがまま要望をすべて叶え
たお家です。

最優秀プラン
「Ｇｉｖｅ　＆　Ｔａｋｅ　おもてなし空間とプライベート空間」

　一
昨
年
暮
れ
に
、
東
京
信

濃
町
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ
【
創
価
学
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
】
新

本
部
完
成
に
当
た
り
、
Ｓ
Ｇ

Ｉ
名
誉
会
長
池
田
先
生
へ
の

祝
い
の
品
の
制
作
を
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。

　構
想
と
下
絵
に
半
年
、
資

料
集
め
に
二
カ
月
、
制
作
に

三
カ
月
か
け
て
、
木
象
嵌
の

絵
画
を
つ
く
り
上
げ
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
四
ミ
リ
か
ら
十

ミ
リ
厚
の
板
を
糸
ノ
コ
で
カ

ッ
ト
し
、
組
み
合
わ
せ
て
ゆ

く
方
法
で
、
一
部
に
レ
リ
ー

フ
状
に
彫
刻
を
施
し
ま
す
。

私
が
長
年
か
け
て
、
熟
成
さ

せ
て
き
た
独

自
の
技
法
で

す
。
材
料

は
、
黒
檀
、

紫
檀
を
始
め

と
す
る
各
種

銘
木
で
す
。

元
の
色
を
生

か
し
、
着
色

は
し
ま
せ

ん
。
今
回
の

作
品
に
は
、

五
十
種
以
上

の
木
を
使
い

ま
し
た
。

　

　カ
ッ
ト
し

た
部
品
も
数
百
を
越
え
、
大

変
な
労
力
を
注
ぎ
込
み
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
作
っ
た
も

の
の
中
で
、
最
高
の
作
品
が

で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。　実

物
の
作
品
を
目
に
し
た

人
達
か
ら
は
、

・
自
然
の
木
の
色
だ
け
と
は

思
え
な
い
、
本
当
に
絵
画
の

よ
う
！

・
絵
の
ア
イ
デ
ア
、
翼
が
一

部
画
面
か
ら
ハ
ミ
だ
し
て
い

る
の
が
良
い
。

・
立
体
感
、
奥
行
が
ス
ゴ

イ
！　等

々
の
感
想
、
誉
め
て
い

た
だ
き
、
益
々
、
や
る
気
が

で
て
き
ま
し
た
。

　

　実
作
品
と
写
真
の
差
が
大

き
い
技
法
な
の
で
、
是
非
、

実
物
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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木
象
嵌
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画
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作
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岩
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鈴
木
和
彦
さ
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□
ペ
ン
ギ
ン
俳
句
会
会
員
募

集
中　新

し
い
年
、
あ
な
た
も
俳

句
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ペ
ン
ギ
ン
は
総
勢
16
人
、
そ

れ
ぞ
れ
が
俳
句
を
心
の
支
え

と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　美
し
い
も
の
を
見
て
「
美

し
い
」
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
「
お
い
し
い
」
。
た

だ
そ
れ
だ
け
で
は
人
生
損
し

た
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
い

い
句
が
出
来
る
と
元
気
に
も

な
り
ま
す
。

　梅
の
花
が
咲
い
た
ら
、
自

転
車
で
ビ
ュ
ッ
と
行
っ
て
一

句
。
さ
く
ら
の
頃
は
気
の
合

う
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
宴
を

ひ
ら
く
の
も
い
い
で
す
ね
。

新
緑
の
頃
は
野
山
を
歩
き
ま

し
ょ
う
。
心
に
も
体
に
も
い

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
俳
人

の
方
に
長
生
き
の
人
が
多
い

の
も
う
な
づ
け
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
人
生
、
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
生
の
一
コ
マ

一
コ
マ
を
詠
ん
で
い
く
の
も

大
事
で
す
。
こ
れ
は
俳
句
と

い
う
短
い
文
芸
だ
か
ら
、
誰

も
が
出
来
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　ペ
ン
ギ
ン
は
気
さ
く
な
人

ば
か
り
で
す
。
今
年
は
あ
な

た
も
ペ
ン
ギ
ン
で
俳
句
を
楽

し
ん
で
下
さ
い
。

　▽
毎
月
第
２
火
曜
日
、
第

４
土
曜
日
、
共
に
14
時
〜
17

時
▽
越
谷
市
立
中
央
市
民
会

館姐
す
ゞ
き
茂
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０
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４
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（
作
品
の
一
部
）




